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　A space that triggers a local community in the Taishido · Misaki district of Setagaya Ward, 
Tokyo, a complex space for gathering places such as residential spaces, welfare facilities, cafes, 
libraries, Marche, small public baths, etc. centered on Childcare facility to.
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テーマと目的
東京都世田谷区の太子堂・三宿地区に地域住民コミュ
ニティを誘発するような空間を、こども園を中心に、
住居空間・福祉施設・カフェやライブラリー・マル
シェ・小規模銭湯などの集える場を複合的に計画す
る。
■太子堂・三宿地区というまち
太子堂・三宿地区はいわゆる木造密集地域であり、世
田谷区の中でも特に木密の度合いが高い地域となって
いる。
世田谷区には、 暗渠となっている緑道があり、 太子
堂・三宿地区にも、過去に農業用水路として利用され
ていた烏山川が暗渠となり、緑道化された、烏山川緑
道が東西を貫いている。この緑道は、地域の住民の生
活動線であり、地域住民の小さなコミュニティの場と
もなっている。（例えば、お年寄りが知人とあつまり
物々交換をしたり、幼稚園保育園に通う子供達の親が
集まって井戸端会議をする）。
■待機児童問題
同時に、世田谷区は社会的問題として待機児童を数多
く抱えている。そのため、東京都では都市公園の活用
や寺院の土地を利用する等して、新しく保育施設を増
加させている。しかし、少子化が進む今日、保育施設
を増加させるだけでは、近い将来その施設は不要なも
のとなってしまうだろう。また、保育施設は、その性
格上周辺住民との軋轢を生む。そして単に施設だけを
増やしても保育の質を問われる等、様々な問題をはら
んでいる。
■地域にとけこむこども園を提案する
そこで、地域に根付く保育環境やこどもの遊び場のあ
り方として、保育施設と地域住民双方にとってメリッ
トのある環境が地域に点在していき、保育施設が迷惑
施設としてではなく、地域が育む施設として地域にと
け込む様な環境を提案をする。
ひとつの敷地内に保育インフラと地域住民のコモンズ
や生活動線を共存させ、 さらに 2 層目以降に住居空
間としての機能を有する空間を創出する。
住宅密集地における都市更新の一部にこのような施設
を介入させ、今この地区が持っている問題の解消と、
待機児童問題解消に対する一つのあり方を提案する。
2. 社会的背景
女性の働き方の変化や社会進出にともない、 保育園
にこどもを預けたくても預けられない、 いわゆる待
機児童が年々増加している。厚生労働省の発表では、
2017 年にはその数がピークに達するとされている。
特に世田谷区では、0~2 歳児の待機児童数が多く、平
成 23 年から 27 年の推移を見ても、2 倍弱の増加傾
向にある。平成 28 年 (2016 年 ) の 4 月時点で、1198
人の待機児童を抱えている。
１．設計概要
3. 太子堂・三宿地区のスケール
太子堂・三宿地区は、戦後の急開発によって、小さなス
ケール、小さな粒で街が構成されている。
特に緑道沿いには、低層の木造住居がところ狭しと立ち
並び、住棟間隔が非常に狭い。新たに建設される戸建て
住居は、同等のスケールで都市に現れる建て売り住居と、
分譲マンション等の、三宿のスケールと比較し大きなボ
リュームで現れる。戦後の負の遺産とも言える、木密地
区もいずれは、無機質な都市空間へと、姿を変えてしま
う可能性がある。中央通りなどの交通量の多い車道でも
道幅 6 メートル程だが、そこからさらに一歩足を踏み
入れると、道幅がおよそ２メートルにも達しないような
細い道や私道であふれている。さらに昔ながらの銭湯や
八百屋、コインランドリーなども残り、現代的な住宅や
マンションとのコントラストが面白い地域でもある。
老朽化した建物も多く、その一部が取り壊され駐車場と
して利用され、街中の至る所に小さなコインパーキング
が点在している。
緑道沿いに取り残された低層の民家。 たとえ小さな隙間であっても植木等を飾る
SITE1 に建つ住居。人が現在住んでいるのかは
不明だが、生活している痕跡はある
セブンイレブンの隣で、建物１階に住む
お婆さんが、野菜や果物を売っている。
コインランドリー青果店
立て替えが困難な土地に建つ建物細い路地
暗渠となった緑道と、両隣の敷地のすきま
緑道から直接アプローチ出来る洋菓子店
取り壊された住居が小さなコイン
パーキングとなりその奥には古い建物
住棟間隔が狭い。長屋と長屋が向かい合う
こども用のちいさな椅子を作っている。
4. 設計主旨
東京都は、待機児童と木造密集地域という二つの大きな
問題を抱えている。対象敷地は、世田谷区の太子堂・三
宿地区。
ここは、世田谷区の中でも特に待機児童が多い世田谷地
区の中心地である。過去に農業用の水路であった川が暗
渠化された緑道である
烏山川緑道が東西を横切る。しかし、この緑道は水路に
指定されているため、緑道沿いでは、古い民家の立て替
えが進まず、取り残されている。
一方で緑道には、基本的には自動車は侵入する事ができ
ないため、歩行者（特にこども）にとっては、安全な空
間であり、近隣の保育園の児童が外遊びのため
近くの公園にむかう道であり、所々にある保育施設や、
幼稚園、公園の近くには、こどもや親同士の小さなコミュ
ニティーがある。
そんな緑道としての、メリットを生かし待機児童問題と
木密問題にこたえるような提案が出来ないかと考えた。
■保育施設は、その音の問題のため「NIMBY(Not In My 
Back Yard)」として、ネガティブな印象がある。しかし、
保育施設を NIMBY としてではなく地域に欠かせない、
こどもの溢れる明るい場として提案したい。
そこで、一つの敷地を幼保育園やこども園等の単一プロ
グラムにとどめるのではなく、地域の活動の場や、生活
動線に紛れ込ませ、様々なプログラムを絡ませること
で、地域住民にとっても居心地の良い空間を創出できな
いか。
緑道沿いにある取り残された民家のある土地をまとめて
取得し、その場所に新たに、こども園と小規模経済活動
の生まれる場、共同住宅や地域のコモンズを複合的に計
画する。
site に現存する民家とその全面の緑道の風景
接道していないため、戦後に建設された、家屋が取り残されている。この土地をまとめて、取得し再開発する。
■住宅と商業の協調
SITE1 と SITE2 の南側は、太子堂・三宿地区の
街づくり計画において住商協調地区に指定され
「店舗・事務所等と住宅の共存や建築物の共同化・
協調化」が推し進められている。
N
緑道から空地を見る ふじだな広場（公園 1 号）
近隣の保育園の児童が、したのばやし公園へ向かうsite2 の真ん中の緑道
老朽化したアパートが取り壊され空地となっていた
site1 に建つ住宅。屋根が密着する程密集している。
老朽化の激しい住宅 土地オーナーが、利用していない土地を駐車場として貸し出している
site2
烏山川力道
site 1 に建つ住居を近くのアパートの最上階から写した風景。遠くに見えるマンショ
ンとは対比的に、住宅が密集して取り残されている。住棟間隔が非常に狭いため、
窓を磨りガラスにしたり、目隠しのボードを設置するなどして、プライバシーを確
保している。
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site 2
site 1
烏山川緑道
1.fenced → unfenced 2. 緑道を引き込む branch「路地園庭」
3. こども園の平面と、それを取り巻く地域のダイアグラム
4 . こども園の平面と公共空間を多角形平面に変換し、
こども園を連続した平面として展開。
5. こども園の平面に直接的もしくは間接的に、地域の
プログラム（住居や小規模経済の場）を配置する。
■地域がみまもるこども園のあり方
こどもに関わる犯罪により、こども園や保育園のセキュリ
ティー意識は常に高まっている。オートロックは当たり前と
なり、中には生体認証や月一更新のパスワードなどを併用す
る等、子供を守るセキュリティ―に力を入れる園が増えてい
る。一方で、どれたけセキュリティを強化しても園庭の柵を
乗り越え、不審者が侵入してくる可能性もあり、セキュリティ
を強化してもどこかに穴がある。園は、セキュリティーを強
化すればする程、地域の中にありながら増々孤立した空間と
なり、周辺住民にとっては騒音の問題が際立って取り上げら
れ、迷惑施設とも捉えられてしまう。
そこで、周辺地域への配慮した上で、完全に外部に対して閉
じた環境ではなく、一部周辺施設・環境や併設させる施設と
の関係性を持たせ、そこを利用する地域の人たちの目が、児
童を守る「ちいきの目」となり、不審者に対して一定の抑止
力となる様な PLAN を考える。
site1 の北側、site2 の真ん中には烏山川緑道
という、元は河川であった川が暗渠化された
遊歩道がある。この道は、地域の動線となっ
ている。緑道から敷地に支流のような路地を
引き込んだ空間を設定する。
この場所を、地域の動線として活用しつつ、
こども園の園庭や店舗のテラス、住宅の庭の
ような空間として、共有できるように、様々
なプログラムを branch に面する様に配置す
る
branch
branch
branch
1F　PLAN展開
第 1 段階 : こども園のプランを
　　商業施設やコモンズで囲う
第 2 段階 : こども園の園庭がを外部
に関係付ける
第 3 段階 : コモンズのプログラム
を考える
第 4 段階 : こども園が外部に接する 第 5 段階 : こども園の平面が連続して
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保育園の平面が蛇行する地域の道をが作る 保育園に「地域」と「住居」が直接的もしくは間接的に接続する
site1 緑道に寄り添う
N
3F PLAN 1:500
■住居
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園 長の 家　
メゾネット
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屋上
屋上
shower
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site1 緑道に寄り添う N1F PLAN 1:500
地域の抜け道的空間とこども園のプログラムを同時に計画する事で、路地で繋がる地域とこども園のありかたを提
案する。路地園庭には保育室や、こども園キッチン、小規模店舗や住宅等が面する。こどもの遊び場の少なくなっ
た現代に、昔的な路地遊びのできる安全な空間。また緊急車両が通行しやすい様道幅を3m以上は確保する。
■路 地 園 庭　
N
2F・3F PLAN 1:500緑道に寄り添うsite1
■敷地選定理由
木密地域の街つくりの一環と
して、世田谷区と事業者（大
手ハウスメーカーやゼネコン
等）が中規模開発としてこど
も園と地域コミュニティーを
複合した場を創出する。敷地
は、密集度が高く、接道が難
しい場所や車が通らず歩行者
（特に子供が安心して遊べる
）緑道に接し、近くに屋外園
庭の代替になる公園のある場
所を選だ。敷地の北にある「
したのばやし公園」は、平日
には、近隣の園庭を持たない
保育園のこどもたちが、外遊
びをしに集まる。
■緑道に接する
木造密集地域ゆえ、住棟はそれぞれ過密とも言える状態で存在し
ている。そんななか、烏山川緑道は、歩行者にとって唯一のこさ
れたリニアな余白空間だと言える。こどもが遊べるちょっとした
遊具の場や、小さいが人のあつまる公園、ベンチがいたる所にあ
り、お弁当を食べるお年寄りや、読書をして過ごす人も居る。
そんな都市の余白空間を,敷地の真ん中を貫くように配置した。
この路地的空間は、こども園の児童が遊ぶ場であると同時に、地
域の動線にもなる様に配慮した。小さなお店や、住宅の入り口、
住民のコモンズ的空間の共用風呂や、地域のミニ図書館など。こ
の小さな余白空間「路地園庭」には、地域の様々な活動が溢れる
、烏山川緑道の「branch(支流）」空間として、賑やかになる。
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ッ
チ
ン
街
の
図
書
館
住
宅
、
緑
道
か
ら
ア
ク
セ
ス
出
来
る
共
同
キ
ッ
チ
ン
こ
ど
も
園
屋
上
庭
園
D
o
p
e
n
キ
ッ
チ
ン
を
シ
ェ
ア
す
る
事
で
、
居
室
の
面
積
を
増
や
す
と
同
時
に
住
民
間
の
交
流
を
促
す
家
具
の
目
隠
し
こ
こ
か
ら
屋
上
へ
傾
斜
あ
り
■
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
敷
地
面
積
建
築
面
積
延
べ
床
面
積
6
9
2
m
2
4
5
1
m
2
親
子
が
あ
そ
ぶ
保
育
の
場
子
ど
も
園
園
庭
図
書
館
テ
ラ
ス
共
同
キ
ッ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン
が
交
わ
る
D
6
0
M
2
冷蔵庫
店
舗
型
の
カ
フ
ェ
と
同
じ
雰
囲
気
に
す
る
こ
と
で
、
住
ん
で
い
る
ひ
と
は
下
が
混
ん
で
い
て
も
い
つ
で
も
使
え
、
お
店
に
い
る
雰
囲
気
を
楽
し
め
る
住
居
と
店
舗
の
間
に
共
有
部
を
設
け
る
こ
と
で
、
バ
ッ
フ
ァ
U
U
こ
ど
も
図
書
館
（
静
）
地
域
の
場
訪
れ
る
人
誰
も
が
利
用
出
来
る
の
で
、
集
合
住
宅
と
い
う
少
し
閉
鎖
的
な
空
間
に
、
地
域
の
場
や
小
規
模
な
経
済
活
動
、
こ
ど
も
が
集
ま
る
場
を
複
合
的
に
計
画
す
る
。
住
宅
も
子
ど
も
園
も
地
域
の
一
要
素
と
し
て
、
こ
の
場
所
に
存
在
す
る
。
木
密
地
域
は
、
玄
関
を
開
け
た
目
の
前
が
公
道
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
住
居
は
庭
を
持
た
ず
、
玄
関
先
に
鉢
植
え
を
置
く
な
ど
し
て
、
緩
や
か
に
テ
リ
ト
リ
ー
を
形
成
し
て
い
る
。
住
宅
の
前
に
、
集
合
住
宅
の
場
な
の
か
、
図
書
館
の
動
線
な
の
か
、
こ
ど
も
の
遊
び
場
な
の
か
、
曖
昧
な
場
所
を
設
け
る
こ
と
で
、
木
密
的
な
、
住
居
の
フ
ァ
サ
ー
ド
が
現
れ
る
こ
ど
も
が
く
ぐ
る
屋
上
ひ
ろ
ば
す
べ
り
だ
い
地
域
と
子
ど
も
、
街
行
く
人
が
で
あ
う
多
角
形
平
面
回
遊
性
の
あ
る
、
通
路
（
子
ど
も
園
と
子
ど
も
図
書
館
を
薄
い
鉄
板
で
仕
切
り
、
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
緩
く
区
切
る
シ
ェ
ア
リ
ビ
ン
グ
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
：
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
/シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ー
ザ
ー
や
共
働
き
夫
婦
●
シ
ェ
ア
リ
ビ
ン
グ
と
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
が
繋
ぐ
共
同
住
宅
気
配
を
感
じ
る
ボ
イ
ド
●
廊
下
は
作
ら
ず
、
共
同
の
場
を
設
け
る
集
住
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
単
身
者
住
居
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
勝
手
口
的
開
口
テ
ラ
ス
D
U D
■
住
居
■
住
居
■
保
育
ま
ま
の
家
2F
D
D
■
単
身
3
■
単
身
4
D
D
■
住
居
■
住
居
■
住
居
■
保
育
ま
ま
の
家
3F
■
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
（
2-
3F
)は
主
に
、
保
育
に
欠
け
る
人
達
が
共
同
の
リ
ビ
ン
グ
と
キ
ッ
チ
ン
を
囲
ん
で
居
住
す
る
。
日
々
の
子
育
て
の
悩
み
の
相
談
や
、
こ
ど
も
同
士
が
触
れ
合
え
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
閉
鎖
的
に
な
ら
な
い
様
、
保
育
に
直
接
的
な
関
わ
り
の
な
い
様
な
人
の
住
居
も
同
時
に
設
け
る
。
1階
に
S
O
H
O
や
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
雑
貨
屋
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
、
小
規
模
な
経
済
の
場
を
設
け
た
り
、
こ
ど
も
図
書
館
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
あ
え
て
2
階
か
ら
ア
ク
セ
ス
さ
せ
る
こ
と
で
、
共
同
住
居
、
こ
ど
も
園
だ
け
が
存
在
す
る
従
来
の
共
同
住
宅
で
は
な
く
、
太
堂
・
三
宿
地
区
に
数
多
く
あ
る
、
路
地
的
な
パ
ス
を
地
域
の
動
線
と
し
て
敷
地
内
に
計
画
し
、
こ
ど
も
園
や
、
小
規
模
経
済
の
場
を
複
合
的
に
設
け
る
こ
と
で
、
地
域
の
な
か
に
と
け
込
む
多
様
性
の
あ
る
空
間
を
創
出
し
た
。
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